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農
業
会
議
は
、
９
月
24
日
に
大
阪

市
内
・
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
で
農
業

委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
等
合
同
会

議
を
開
き
、
農
委
会
長
・
事
務
局
長

等
88
人
が
出
席
し
た
。

　

高
市
第
二
次
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
、

飲
食
料
品
の
消
費
税
率
を
引
き
下
げ

の
変
化
に
加
え
、
農
業
者
の
減
少
が

進
む
中
、
国
は
令
和
７
年
度
か
ら
の

５
年
間
を
農
業
構
造
転
換
の
集
中
対

策
期
間
と
位
置
付
け
て
、
農
業
関
係

施
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
一
本
化
が
検
討
課
題
で
あ
る
。

全
国
農
業
会
議
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
一
本
化
を
望
む
回
答
が
約
６
割
、

現
行
の
併
存
配
置
を
望
む
回
答
が
約

４
割
と
な
り
、
意
見
が
分
か
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
一
本
化
に
当
た
っ
て

は
、
農
業
委
員
の
総
数
を
維
持
す
る

「
新
た
な『
お
お
さ
か
農
政
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
』の
策
定
に
向
け
た
要
請

決
議
」「
都
市
農
業
・
農
地
の
保
全
・

振
興
に
関
す
る
要
請
決
議
」「『
農
地

を
活
か
し
、
持
続
可
能
な
大
阪
農
業

を
創
る
運
動
』
の
強
化
に
向
け
た
申

し
合
わ
せ
決
議
」
の
３
議
案
に
つ
い

て
説
明
。
市
町
村
へ
の
意
見
照
会
後
、

上
程
す
る
旨
を
報
告
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
農
業
者
年
金
加

入
推
進
特
別
対
策
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
、
全
国
農
業
新
聞
普
及
推
進
に

向
け
た
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
決
議
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
農
業
会
議
所
の
植

田
智
己
専
務
理
事
が
「
農
業
委
員
会

を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
講
演
し
た
。

�

（
中
島
）

取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
が
、
一
方
、

農
業
委
員
の
定
数
削
減
を
検
討
す
る

市
町
村
も
見
受
け
ら
れ
る
。
農
業
委

員
・
委
員
会
の
新
た
な
役
割
を
含
め
、

十
分
に
検
討
し
て
方
向
性
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
質
・
量
と

も
に
増
加
し
て
お
り
、
地
域
計
画
の

実
行
な
ど
、
新
た
な
役
割
を
果
た
す

た
め
に
は
既
存
業
務
の
省
力
化
が
欠

か
せ
な
い
。
国
は
遊
休
農
地
の
利
用

意
向
調
査
に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報

を
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
農
地
中
間
管
理
機

　

高
槻
市
は
、
令
和
７
年
７
月
に
高

槻
市
長
を
本
部
長
と
し
た
「
有
害
鳥

獣
等
特
別
対
策
本
部
」
を
発
足
し
た
。

　

同
市
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
防
護
柵
の
設
置
な
ど
に
要
す
る

費
用
や
労
力
が
農
業
者
の
負
担
と
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

特
別
対
策
本
部
は
、
農
業
者
が
安

心
し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
猟
友
会
や
Ｊ
Ａ
、
農

業
委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
推
進
す

る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
水
田
が
多

構
へ
の
貸
付
意
向
が
示
さ
れ
た
農
地

を
次
年
度
以
降
の
調
査
対
象
か
ら
除

外
す
る
案
を
検
討
し
て
お
り
、
実
現

す
れ
ば
省
力
化
の
第
一
歩
と
な
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
農
地
関
連
法
の

５
年
後
見
直
し
で
は
、
中
間
管
理
機

構
に
よ
る
中
間
保
有
の
拡
充
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。借
受
け
先
が
決
ま
っ

て
い
な
い
農
地
で
も
、
地
域
計
画
で

将
来
に
わ
た
り
重
要
な
農
地
と
位
置

付
け
ら
れ
、
地
域
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
、
同
機
構
が
一
時
的
に
保
有
で

き
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

�

（
林
佑
）

い
同
市
で
は
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

被
害
の
ほ
か
に
も
、

市
全
域
で
ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
（
通
称
・
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
）
の
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、
市

は
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
薬
剤
等
へ
の
補

助
も
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
に
は
、
農
業
委
員
会
よ

り
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
を
踏

ま
え
、
市
に
対
し
有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化
を
要
望
。
防
護
柵
設
置
補
助
の

予
算
拡
充
や
既
存
施
設
の
補
修
へ
の

支
援
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
増

加
を
踏
ま
え
た
捕
獲
檻
の
増
設
な
ど

を
求
め
て
い
た
。

　

市
の
担
当
者
は「
管
内
の
農
業
者
が

安
心
し
て
農
業
を
行
え
る
よ
う
、対
策

を
継
続
し
て
い
く
」と
話
す
。�（
沼
田
）

　

会
議
で
は
、
北
川

専
務
理
事
兼
事
務
局

長
が
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
府
内

運
動「
農
地
を
活
か
し
、

持
続
可
能
な
大
阪
農

業
を
創
る
運
動
」
推

進
計
画
の
取
り
組
み

状
況
を
説
明
し
、
更

な
る
推
進
を
呼
び
か

け
た
。
ま
た
、
農
業

会
議
で
実
施
を
予
定

し
て
い
る
「
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
所

有
状
況
に
関
す
る
実
態
調
査
」
へ
の

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、
藤
岡
参
事
兼
農
政
課
長
は
、

10
月
29
日
開
催
予
定
の
大
阪
府
農
業

委
員
会
大
会
の
内
容
と
上
程
す
る

給
付
措
置
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

実
質
的
負
担
を
ゼ
ロ
と
す
る
法
案
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
農
産
物
の
売
上

げ
に
係
る
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

一
方
、
農
業
者
が
仕
入
れ
に
際
し
て

負
担
す
る
税
率
は
従
来
の
ま
ま
と
な

る
こ
と
か
ら
、
手
取
り
が
減
少
す
る

農
家
へ
の
支
援
が
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

第 ８９０ 号 2026年（令和８年）11月1日

年金、新聞申し合わせを決議
府内運動と合わせ更なる推進を
� 農委会長・事務局長等合同会議

開会あいさつをする谷口会長

高
槻
が
有
害
鳥
獣
等
特
別
対
策
本
部

�

６
年
に
は
市
農
委
よ
り
要
望

講
演
要
旨

　

農
業
委
員
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て

全
国
農
業
会
議
所
　
専
務
理
事
　
植
田　

智
己　

氏


